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は じ イめ :こ

八尾市は、大阪府のほlF中央部に位置し、生駒山地西麓から大阪平野の東部にかけての

範囲に市域を有 しております。古 くは、河内湖、河内潟に面し、旧大和川をはじめとする

多 くの河川によって、肥沃な平野が形成されてきました。ここには旧石器時代から連綿と

遺跡が形成されており、全国的にも有数な遺跡の宝庫と呼べる地域であります。

本書には、当教育委員会が平成13年度に市内の個人住宅建設、民間の各種事業の工事等

に伴って実施した遺構確認調査の成果を収めております。

今後、市内の貴重な埋蔵文化財が、市民の方々をはじめ、多 くの人々に親しまれるよう、

保存・活用されていくことが、重要な課題となるでしょう。本書が、その役割の一助とな

れば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際し、深いご理解とご協力を賜 りました関係各位に

感謝いたします。

平成14年 3月

人尾市教育委員会

教育長 森  卓



炉J

1.本書は、人尾市教育委員会が平成13年度に国庫補助事業 (市内遺跡発掘調査)と して、

人尾市内で実施した遺構確認調査の報告書である。

2.調査にあたっては、人尾市教育委員会 生涯学習部文化財課 米田敏幸、吉田野乃、

吉田珠己、藤井淳弘、西村公助が担当した。

3.本書には、巻末に掲載した調査一覧表のうちで、特に成果のあった調査の概要・報告

を収録 した。

4.本書の作成にあたっては、各調査担当者が執筆を行い、文責はそれぞれ各報告の文末

に記 した。本書の編集及び巻末の調査一覧表 。抄録の作成は藤井が行った。

第1図 八尾市の位置
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1.跡部遺跡 (2000-435)の 調査

1.調査地 :八尾市春 日町 3丁 目19・ 20(一部)

2.調査期間 :平成13年 3月 15日

3.調査方法

分譲住宅建設に伴い試掘調査を行った。人子し部分に2

した。調査地の名称は、南側から1区～ 3区 と名付け、

た。

4.調査概要

1区

地層

1層 盛土 層厚0.6m。  現地表面T,P.+9,2m。

2層 淡灰色粘砂 層厚0。 2m。

3層 緑灰色細砂 層厚0,15m。

4層 緑灰白色粘土 層厚0,lm。

5層 茶灰白色粘砂 層厚0.15m。

6-1層  暗灰紫色粘土 層厚0。 2m。

6-2層  暗灰紫色粘土 (砂礫多 く含む) 層厚0.lm以上。

検出遺構

盛土を機械で掘削 し、以下機械 と入力の併用により調査を行った。結果、 6-1層からは弥生時代中

期の上器の破片や古墳時代の上師器・須恵器の破片が少量出上 した。また、 6-2層内からは弥生時代

中期の上器およびサヌカイ トの剥片、古墳時代の上師器・須恵器の破片が少量出上した。しかし、遺構

の検出はなかった。

X3mの 調査区を3箇所 (合計面積18ポ)設定

各調査区とも機械 と人力を併用 して調査を行っ

第 2図 調査地周辺図(1/5000)



2区

地層

1層 盛土 層厚約0。 7m。  現地表面T,P.+9,2m。

2層 黒色細砂混粘土 (旧耕作土)。  層厚,約 0.lm。

3層 緑灰色細砂 層厚約0。 15m。

4層 緑灰白色粘土 層厚約0。 lm。

5-1層  茶灰白色粘砂 層厚約0,25m。

5-2層 灰白色粘砂 層厚約0,lm。

6-1層 茶灰白色粘土 層厚約0。 lm。

6-2層  茶灰白色粘土 (砂多 く含む)層厚約0。 15m。

7層 灰色粘土 層厚約0。 lm以上。

検出遺構

盛土を機械で掘削 し、以下機械 と人力の併用により調査を行った。

その結果、 5-1層 と6-1層 内からは古墳時代後期頃の土師器・須

恵器の破片が少量出上 した。

3区

地層

1層 盛土 層厚0,7m。 現地表面T.P.+9。 2m。

2層 黒色細砂混粘土 (旧耕作土) 層厚0.2m。

3層 青灰色シル ト混粘土 層厚0.2m。

第 3図 調査区設定図(1/800)
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第 4図  1区～ 3区平断面図 (平面図S=1/100・ 断面図縦 1/40 横 1/100)



4層 灰褐色細砂混粘質シル ト 層厚0.3m。

5層 褐色粘質シル ト 層厚0.2m以上。

検出遺構

盛土を機械で掘削 し、以下機械と人力の併用により調査を行った。その結果、第 5層上面で土坑 1基

(S K301)を 検出した。 S K301は 平面形状が楕円形で、長径0.35m、 短径0。 25m、 断面形状は皿状で、

深さ0。 lmを 測る。埋土は掲色シル ト混粘土で、内部からは弥生土器、土師器、須恵器の破片が数点出

上した。

5.出土遺物

3区の S K301か らは 1が出上 した。 1は弥生時代後期の甕の

底部で、底部径4.Ocmを 測る。外面は体部から底部に至るまでタ

タキを施す。外面全体には煤が若干付着 している。             0      10伽
6.ま とめ

今回の調査では、調査区の全体を通して弥生時代中期頃から古    第5図 出土遺物実測図

墳時代後期頃の遺物を含む層を確認 し、 3区では遺構を検出した。       (S=1/4)
今回の調査地の近隣では、 (財 )八尾市文化財調査研究会が北西約50m地点で下水道工事に伴い発掘

調査を行っており、弥生時代前期の遺構が検出され、また前期から中期の遺物包含層 も確認 している

(坪田真-1999)。 このことから、今回の調査では弥生時代中期の遺物を含んでいる地層を確認したので、

上記調査例を含む以前から行われている調査例と合わせ考えると、今回の調査地周辺には弥生時代前期

～古墳時代後期頃の集落が存在 していることが推測できる。

(西村公助)

【参考文献】

1988『八尾市史』(前近代)本文編 八尾市役所

安井良三 1991『跡部遺跡発掘調査報告書』(財)八尾市文化財調査研究会報告31 (財)入尾市文化財調査研

究会

成海佳子 1997「 Ⅱ 跡部遺跡第11次調査」『(財)八尾市文化財調査研究会報告58』 (財)人尾市文化財調査研

究会

坪田真- 1999「 I 跡部遺跡第25次調査」『(財)八尾市文化財調査研究会報告62』 (財)人尾市文化財調査研

究会

坪田真- 1999「 Ⅲ 跡部遺跡第27次調査」『(財)人尾市文化財調査研究会報告62』 (財)人尾市文化財調査研

究会

髭 ギ



2.恩智遺跡 (2000-398)の 調査

1.調査地 :人尾市恩智中町 3丁 目146番

2.調査期間 :平成13年 1月 19日

3.調査方法

専用住宅の建設に先立ち、浄化槽設置個所に 1× 2mの調査区を設定 し、地表下1.6mま で人力で掘

削し、調査を行った。

4.調査概要

地表下0.5～ 0.9mで整地層と考えられる包含層 (第 8図 3・ 4層 )があり、それぞれ古墳～弥生時代

後期 (第 9図 1～ 3)お よび弥生時代後期 (同 4～ 10)の遺物が含まれる。またこの包含層直下の地表

下0,9mで ピットを検出した。この面は遺構面になると考えられるが、ピット内埋上に含まれる遺物は

細片で時期は特定できなかった。この遺構面のベースとなる層 (第 8図 6層 )か らは弥生時代中期の壷

の口縁部 (第 9図11)やサヌカイ トの剥片が出上 している。以下の粗砂層では、図化できなかったが弥

生時代前期の壼の口縁部や甕の破片などの遺物が見られる。

5.ま とめ

今回の調査地点の北北東約80mの「天王の森」 (大阪府指定史跡)周辺では、縄文時代晩期の遺構・

遺物が確認されており、以降連綿として集落が営まれていたことがわかっている。特に弥生時代中期に

は大規模な集落が恩智中町 2・ 3丁 目一体に形成されていたと考えられ、今回の調査でも弥生時代前期

～古墳時代の遺物をそれぞれ含む層が確認できた。調査面積が狭小であつたため明瞭な遺構は検出でき

なかったが、この地点が集落域の只中であったといえるであろう。

(吉田珠己)

【参考文献】

八尾市教育委員会『八尾市内遺跡平成 9年度発掘調査報告書 I』 1998年
人尾市教育委員会『八尾市内遺跡平成10年度発掘調査報告書 I』 1999年

第 6図 調査地周辺図(1/5000)
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第 7図 調査区位置図(S=1/300)・ 遺構平面図(S=1/40)

1 盛土

2 茶灰色砂混粘質土

3 暗茶灰色砂混粘質上

4 淡茶褐色砂礫混粘質土

5 暗褐色砂礫混粘質土 (ピ ット埋土)

6 暗茶褐色砂礫混粘質土 (弥生～古墳時代包含層)

7 茶褐色礫混粗砂

第 3図 土層断面図(S=1/40)
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第 9図 出土遺物実測図(S=1/4)



3.久宝寺遺跡 (2001-271)の 調査
1.調査地 :人尾市久宝寺 6丁 目33・ 34・ 35。 36

2.調査期間 :平成13年 10月 19日

3.調査方法

倉庫の建設に先立ち、建物部分に3× 3mの調査区を3か所設定 (第 11図参照)し、それぞれ地表下

3.Om付近まで、重機 と人力を併用 して調査を行った。

4.調査概要

No.1調 査区- 1.Omの盛土以下微砂シル ト層 (第 12図第 1調査区 2～ 4層 )が地表下1.4mま で見

られ、地表下1.4～ 1.7mでは耕作土 と思われる灰色微砂層となる。これより下は水分を多 く含む微砂～

細砂～中粒砂層が地表下2.8mま で続 き、地表下2.6mの細砂～中粒層では植物遺体が多 く含まれ、土師

器 (布留式期)の破片がわずかながら見 られた。遺構は確認できなかった。

No.2調査区― 地表下1.8mま では、第 1調査区と同様の状況であったが、地表下1.8～ 2.2mの間で

暗掲色小礫混シル ト層 (第 12図第 2調査区 6層 )がみられた。遺構 となるかは不明であるが、水分を多

く含む土質で落ち込みか溝の埋上の可能性がある。この層からは土師器の小型器台・高杯脚部。奏・重

などの他弥生土器 (第 12図 1～ 6)も 出土 しており、弥生～古墳時代の包含層 もしくは溝の埋土と考え

られる。以下地表下2.6mま では植物遺体を多 く含む微砂層で、下層は旧河川跡かと思われる粗砂層

(同 8層 )と なる。

Noi 3調査区― 盛土直下の地表下0.6～ 1.2mの 間で河川堆積層と考えられる粗砂層がみられ、以下

地表下1,7mま で微砂シル ト層 (第 12図 第 3調査区 3～ 5層 )と なる。 5層 には中世の土師器片が含ま

れていた。地表下1,7～ 2.lmは 細砂～中粒砂層 (同 6・ 7層 )、 地表下2.1～ 2.5mで シル ト層 となる。

地表下2.5m以下の暗黒褐色粘土層 (同 9層 )では、壼底部・甕口縁部などが出上 し弥生時代の包含層

となる。

近辺の調査においても、弥生～古墳時代の包含層が地表下2.Om前後で見 られることから、この時期

の遺構面が広がっていると考えられる。                      (吉 田珠己)

第10図 調査地周辺図(1/5000)



第11図 調査区位置図(S=1/800)
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第12図 土層断面図(S=1/40)・ 出土遺物実測図(S=1/4)
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4.久宝寺寺内町遺跡 (2001-193)の 調査
1.調査地 :人尾市久宝寺 3丁 目255番

2.調査期間 :平成13年 11月 20日

3.調査方法

車庫付倉庫建設に先立ち、敷地内に 1箇所の調査区 (lXlm 面積 1♂)を設定 し、現地表下約

1.5m前後 まで人力により調査を行った。

4.調査概要

層序

1 10YR3/2黒 褐色礫混粘土 層厚0.4m。 盛土。上面の標高はT,P,キ8.9m。

2 2.5Y4/2暗 灰黄色礫混粘土 粘土塊をブロック状に含む 層厚0.7m。 近世の遺物含む。

3 2.5Y4/1黄 灰色礫混粘土 粘土塊をブロック状に含む 層厚0。 3m。 近世の遺物含む。

4 10YR4/2灰責褐色細砂混粘土 層厚0.4m以上。

5 10YR4/1褐 灰色細砂混粘土 層厚0,25～ 0。 3m。

6 N2/0黒色粘土 (炭多 く含む) 層厚0.02～0.04m。

7 5B5/1暗青灰色シル ト混粘土 層厚0,lm以上。室町時代～江戸時代の遺物含む。

検出遺構

2層や 3層内からは近世の遺物が出上 し、また 7層内からは瓦質の鉢や瓦が出土 した。 しかし遺構

の検出はなかった。

第13図 調査地周辺図 (1/5000)
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5B5/1暗 青灰色シルト混粘土 層厚0.lm以上

lm

第 14図 調査区設定図(S=1/400) 第15図 平断面図(S-1/40)

5.出土遺物

3層からは近世の陶器椀 1、 壷 2が、 7層からは鉢 3、 瓦 4が出土 した。 1は 口径 12.Ocm、 器高6.0

cmを 測る。高台部を除 くほぼ全面に釉を塗ってお り、釉部分の色は10GY5/1緑灰色で、高台部外面は

5YR4/6赤褐色である。17世紀初めの唐津焼である。 2は 口径3.6cm、 器高6.5cmを測る。底部外面を除 く

ほぼ全面に釉を塗っており、釉薬部分の色は7.5YR3/4暗 掲色で、底部外面は7.5YR6/8橙 色である。江戸

キ  嘲   η3

第16図 出土遺物実測図(S=1/4)

20cm



時代末期1頃のものと思われる。 3は瓦質の鉢と思われ、日径23.Oclllを 測る。口縁郡はミガキのちナデて

いる。室町時代～江戸時代頃のものである。 4は凹面凸面ともにナデている。

6Hま とめ

今回の調査では、 2層 と3層内には近世、 7層内には室lHr時代から江戸時代初め頃の遺物が含まれて

いることを確認したが、遺構の検出はなく、実態は明らかにできなかった.。 しかし、これらの遺物包含

層を確認したことから、室町時代以降、現在まで集落が存在してることが明らかになった。

謝辞

調査お―よび整理にあたっては財団法人八尾市文化財調査研究会の方をからご教示いただいた。記して

感謝いたします。                ‐                 (西 村公助)

【参考文献】

岡田清- 1999「 11。 久宝寺寺内町遺跡第1次調査 (KHC98-1)」 『平成10年度 (財)人尾市文化財調査研

究会事業報告』(財)人尾市文化財調査研究会

岡田清- 2001「久宝寺寺内町を掘る」平成13年度特別展 F久宝寺寺内町と戦国社会』図録 八尾市立歴史

民俗資料館
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5。 郡川東琢古墳 (2000-306)の 調査

1.調査地 :郡川 3丁 目55呑

2.調査期間 :平成12年 11月 7日 ～11月 22日 (墳丘測量 )

平成13年 2月 20日 ～ 3月 26日 ・4月 4日 ～ 6月 7日 ・11月 5日 ～12月 4日

3.古墳の概要

郡川東塚古墳は、郡川 3丁 目に位置する古墳時代後期の前方後円墳である。現況の道路に面する北側

が前方部側で、南側が後円部であったと考えられる。墳丘規模等の詳細・周濠の存在は不明である。東

高野街道を隔てた西側には、郡川東塚古墳に先行 して造営された前方後円墳の郡川西塚古墳がある。同

じく後円部を南側にして造営され、円筒埴輪を使用 し、初期横穴式石室を主体部にもつ。

明治30(1897)年秋頃に、古墳の一部を開墾 した時に横穴式石室が開日した記録が残っており、石室

内の朱塗 りの木棺から出土した画文帯神獣鏡、刀剣約50本、勾玉・管玉などの玉類、金環、須恵器等の

副葬品の様子が明らかとなっている(沢井1969?・ 清原1976)。 しかし、この時に持ち出されたほとんど

の副葬品の所在は明らかとなっておらず、詳細は不明である。そして、昭和 3(1928)年頃に西側半分

の墳丘封土が削平され、ほとんどの石室の石材等は石垣に転用されたという。その後、住宅が建設され、

東側の高まりは、宅地の庭園の一部として利用されていた。以降、人尾市史編纂時に墳丘沢1量が行われ

た(入尾市史編集委員会編1988)が、発掘調査等は実施されていない。

盾形状の申請地内における墳丘残存部分は、申請地内の中央から東側と考えられ、現況では前方後円

墳の形状を示すような段築等は明らかでなく、比較的平坦で、周囲は石垣が積まれていた。東側南端に

1ま 「東塚」の石碑やィ鳥居があり、この付近に横穴式石室があったと考えられるが、調査前の状況では判

然 としなかった。また、申請地南西側の石垣下付近には、多数の50cm～ 70cm大の石材が点在 しており、

石室から持ち出された石材の可能性があった。

【参考文献】

沢井浩三 1969?『八尾の古文化財 その1古墳』人尾市教育委員会

清原得巌 1976「高安の遺跡と私」『大阪文化誌』第 6号  (財 )大阪文化財センター

八尾市史編集委員会編 1988『増補版 人尾市史 (前近代)本文編』八尾市

Jヽど掏

「

第17図 調査地周辺図(1/5000)
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4.調査方法と概要

今回の分譲住宅建設に伴う宅地造成工事等の事業計画地が、前方後円墳である郡川東塚古墳の範囲と

考えられることから、墳丘の形状や遺存状況及び主体部 (埋葬施設)の位置等の古墳の内容を把握する

ために、申請地内の測量を実施 (註 1)した後、人力掘削によって表土及び流入土を除去 し、遺構確認調

査を実施 した。調査面積は約108♂ を測る。

申請地内南側の後円部想定付近で、明治期に開口した横穴式石室の位置を確認するために、東西方向

の調査区を 5ケ 所の調査区を設定した。申請地内の現状で最 も高さのある部分を含む東西方向の最 も長

い調査区を第 1区 とし、以降南側に第 2区、第 3区、第 4区を設定 し調査を行い、その後、第 2区 と第

3区の間に第 5区を設定 した。

申請地内中央の南】ヒ方向に続 く石垣を境にして、西側の宅地のあった一段低い部分と、現況庭園であ

った部分とに分けられる。西側の一段低い部分では、石室石材の可能性がある多数の大きな石材が散布

してお り、これらをまず移動させた。そして、積まれた石垣の一部を取 り除いて、調査を行った。

後円部付近の概要 :第 1区では、石室の存在を示すような土層は確認できず、調査区東端で後円部東側

斜面付近の葺石の一部を確認 した。

南側の第 2区 。第 3区 。第 4区の調査区では、石室石材は確認できなかったものの、南北約 5m以上、

東西約4.5mに 及ぶ石室攪乱範囲の上面を確認 し、石室攪乱後に石室を埋め戻 した様子が明らかとなっ

た。そして、第 3区 と第 4区の調査区西側では、石垣のあった付近下層で、人頭大の敷かれた石材を確

認した。横穴式石室そのものではないものの、石室構築に伴う遺構 と考えられ、敷石の広が りと性格を

確認するため、第 2区 と第 3区の間に調査区 (第 5区)を拡張 した。第 3区では、石室攪乱層の掘 り下

げを行い、石垣から東に約 4mで石室 (玄室)東側壁の基底 (一段 目)石材を一石確認したが、南北方

向には続かず、石室床面までに攪乱が及んでいることが明らかとなった。

石室の攪乱範囲については、後日追加調査を実施 した。側石は一石のみであったが、明治以降破壊 さ

れた石室石材の抜き取 り痕を確認 し、平面プランから横穴式石室の位置と形状を確認することができた。

前方部付近の概要 :そ して、申請地北側の前方部想定付近に、 2つの調査区を東西方向に 1ケ 所 (第 6

区)、 南北方向に 1ケ 所 (第 7区)設定 し、調査を行った。第 6区では前方部東側の葺石の一部と前方

部から後円部に続 く南北方向の埴輪列を約3.6m検出し、計11個体の円筒埴輪を確認した。

第 7区では前方部に石室の存在を示すような土層は確認できず、北へと傾斜 していく墳丘面を確認 し

た。しかし、墳端 。段築平坦面及び埴輪列は確認できなかった。

5.各調査区の概要 (第 19図～21図参照 )

第 1区 (第 22図 参照):申請地内に東西方向に設定 した長さ約24m、 幅約0。 8mの調査区である。墳丘

面は、地表下約0。 2m～約1.2mで確認できた。墳丘構成層は、黒褐色系砂質土と黄灰色微砂層によって

固くしまっており、盛土構築により墳丘が築造されたことがわかる。

調査区東端で、後円部東側斜面の葺石の一部を約1.5mの範囲で確認 した。調査区内では、葺石の区

画石列等は確認できなかったものの、葺石検出範囲の北東部裾では若干平坦な石材を使用 しており、段

築裾の基底石の可能性がある。葺石のほとんどは、こぶし大強の角礫を使用 していた。葺石範囲外側が、

落ち込んでいたが、下段築部分に続 くのかは判然 としなかった。調査区内で埴輪列は確認できなかった。

調査当初石垣 との新旧関係が不明であつた西側削平部分 と墳丘残存部をつなぐスロープ状の傾斜は、

スロープ状の盛土内に石垣が存在 しており、石垣構築後の後世の盛上であった。また、第 1区の北側・

南側の調査区を拡張 し、墳丘面を確認した。そして、調査区西端では落ち込みがあり、円筒埴輪の破片

数点が出上している。

第 2区 :第 1区南側の長さ約10mの調査区である。墳丘面は、地表下約0.3m～ 約1.lmで確認できた。こ

の調査区では、石室の存在を示す遺構・土層は確認できなかったが、唯一、石垣下層付近の調査区中央

南端で、第 3区～第 5区で検出した石室構築の基礎石と同様の石材が一石確認できた。そのため、石室範
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囲の北端付近 になると考えられる。また、第 1区 と同様に調査区西端は落ち込んでいた。

第 3区 。第 4区 。第 5区 :第 3区～第 5区では、墳丘構成層は、地表下約0,3m～ 0.5m前後で、東端や

西端で確認で きたが、削平を受けた墳丘面であつた。そして、第 3区 。第 5区の西側で、地表下約0.3

m前後で、南北約 5m以上、東西約4.5m、 最大深約2.5mに 及ぶ隅九方形状の石室の攪乱範囲が確認で

きた。この範囲が石室位置を示すものであると考えられる。墳丘構成上である黒掲色砂質土、暗灰黄色

微砂、暗灰色粘土質シル トによって、石室範囲全体を埋め戻 しており、攪乱層から、埴輪 。須恵器・土

師器 。鉄製品・瓦・陶磁器等が出上 している。石室部分を墳丘残存高まで埋め戻 した後、南北に続 く石

垣を積んでいった。

先述 したように、各調査区西側の石垣付近下層の敷石や石室石材の一石が確認でき、この範囲が石室

であったと推測される。各調査区の範囲では全体像は不明であつた。そして、その後の追加調査により

横穴室石室全体の様子が把握できた。

横穴式石室について (第 23図参照):現位置で検出した石室石材は、玄室東側壁の基底石にあたる一石

(一辺約0.8m大)のみであった。石材は、玄室内側に縦約0,4m。 横約0.7mの面取 りをしており、長方

形状を呈 している。そして、石室を持ち送るため、内側に傾斜 して置かれていた。但 し、この石材 も本来

の大きさではなく、石室攪乱時に打ち割られたようで、石材上部に円形の藝状痕跡が残っていた。

石室の平面プランは、検出した抜 き取 り痕を含む羨道部分は、南北約2.5m、 東西幅約2.8m、 玄室部

分は南北幅約 6m、 東西幅約4.6mを 測る。本来の石室高、天丼石の数等は確認できなかったが、奥壁

の抜 き取 り痕の基底高から、北外側の墳丘残存高との比高差が約1.6m前後あり、石室高を復元する上

で検討材料 となる。また、石室攪乱内に、石室石材の可能性がある約0.8m大の巨石が 2石転落 していた。

石室床面は、かなりの攪乱を受けてお り、特に玄門付近は大きく掘削されている。床面想定高から攪乱

底までの高さは約1.Omの比高差がある。床面は水平でなく、敷石が南西方向に大きく移動 して傾斜 して

いるなど、露出した石室基礎の敷石 と判別しにくい。墳丘が削平された西側へと石室石材を持ち出した

と考えられ、石室平面プランでも西側壁部分が削平を受けている。また、石室攪乱層中より角の取れた

約10セ ンチ前後の円礫が出上 してお り、これらが床面に敷 き詰められていた可能性がある。

羨道部分についても側石は確認できなかったが、西側で床石が一部残存 している。羨道部分 と玄室部

分の高低差は約0.3mあ り、羨道が高 く、玄室に向かって緩やかに傾斜 していったようである。

石室下層について :第 3区～第 5区で確認 した人頭大の敷石は、当初石室床石と考えたが、石材が水平

面を持たず、石材相互の上面のレベル高が必ずしも合わないことから、床石ではなく石室構築に関連す

る石材であったと考えた。そして、石室平面プランの確認に合わせて、敷石の範囲もほぼその下層に東

西約 6m、 南北約 9mに広がることを確認 した。敷石は、石室のベース層となる暗褐色～暗灰色粘土質

シル ト中に 2層以上積まれてお り、厚 さは約0,6m以上あった。但 し、今回の調査範囲では敷石の厚さ

は、把握できなかった。

巨石を使用 した横穴式石室の安定を図るために、人頭大の礫 と粘土を使用 して石室ベース層を構築 し、

その上部に石室を構築 した。今回確認 した敷石の性格は、「石室基礎石」であると考えられる。「石室基

礎石」は、石室側壁の位置を石室ベース層構築段階で計画 していたようで、第 5区南壁で確認 した約

0.5mの基礎石は、他の基礎石よりも大 きく、南北方向に同様の大 きさの石材が数点確認でき、石室側

壁の想定位置のほぼ直下に位置している。また、東側石の南側の抜 き取 り痕に トレンチを入れ、側石直

下の基礎石の状況を確認 したところ、ほぼ狽1石 の傾斜に沿つて、石室ベース層の暗掲色粘土質シル ト層

中の基礎石が敷かれていた。これは、側石位置を想定 して特に基礎石を設置してお り、墳丘構築及び石

室構築には各段階の作業工程があることを示 している。

第 6区 (第 24図参照):地表下約1.Om前後で検出した埴輪列は、近接 して樹立された円筒埴輪が約3.6

mの 間に11個体ある。北から4個体が続き、後世に 1個体～ 2個体分が流出したようで一部埴輪列が途

切れ、さらに南に 7個体が続 く。調査区北端の埴輪列上部では、第 1区で確認 した葺石よりもやや大ぶ

りな石材を使用 した前方部斜面の葺石を確認 している。また、埴輪列付近には、葺石石材 と大 きさの異

ワ
ｒ
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なるこぶ し大の礫が出上 しており、埴輪列平坦面に敷かれていた可能性がある。埴輪列から東側は、緩

やかに落ち込んでいくものの、段築平坦面の幅は確認できなかった。

埴輪列は、幅約0,3m、 深さ約 0。 lmの布掘 り状の掘 り方としている。そして、円筒埴輪を設置 した

後、掘 り方を円筒埴輪の一段 目まで坦戻 し、円筒埴輪内部にこぶし大の礫を 1～ 2個置き、最下段の部

分まで埋め戻 していた。この礫は検出した円筒埴輪すべてに見 られ、おそらく円筒埴輪を固定するため

であったと考えられる。 2段 目のスカシをほぼ東西方向に向けて設置していた。

また、埴輪列の西側 (円筒埴輪11付近)では、墳丘上から転落したと考えられる須恵器の大甕の破片

(体部)が出土 している。

第 7区 :南北長約15m調査区である。墳丘面は、地表下約0.2m～約1.2mで確認できた。墳丘上面では、

表土直下に墳丘面が確認できるものの、調査区北端では、大きく落ち込んでお り、段築・埴輪列等は確認

できなかった。また後世の石垣が 2時期にわたって積まれてお り、前方部北裾は確認できなかった。出土

遺物はほとんど出土 していない。

6.出土遺物 (第 25図 ～28図参照 )

①円筒埴輪 (1～ 16):第 6区の埴輪列北側から番号をつけた埴輪列中のもの (1～ 11)と その他底部

や口縁部の破片 (12～ 15)が墳丘上から多数出土している。埴輪列中の円筒埴輪を観察すると、外面調

整のハケはすべてタテ・ナナメハケの一次調整のみで、一部に外面をナデ調整のみの埴輪が見られた。

最下段の調整は、ナデ調整等のみで省略されている。タガの形状は、突出せずやや扁平な台形やM字形を

主体としている。また、円形のスカシは、 2段 目と3段 目にある。これら円筒埴輪は、川西編年・期の

特徴を示 している。底径は、約15cm～ 17cm前後である。また、日縁部下部にヘラ記号を持つ破片が見られ

た。全形を復元できるものはなかったが、器高は約40cm前後で、3条突帯 4段構成の円筒埴輪であった

と考えられる。

また、第 1区の西端落ち込みでは、最下段のタガに断続ナデ技法のもの (12)力S見 られた。また、朝

顔形埴輪の口縁部破片 (16)を 確認している。

②形象埴輪 :蓋形埴輪の破片が出土しているが、笠部及び立ち飾りの小片がわずかに出上しているだけ

で、その構成・概要を知ることはできなかった。

③須恵器 (17～22):須恵器郭蓋 (17～ 21)及び杯身(22)の破片が出上している。杯蓋は直径約15cm前後

であり、稜線の突出はわずかである。すべて石室攪乱層の出上で、MT15型 式を中心としており、石室内

で使用されたものと考えられる。その他に器台の脚部の破片等が出上している。また、墳二部では、埴

輪列西側で出土した大甕の体部片がある。

④その他の出土土器 (23～ 27):墳丘の流入土からは、埴輪以外は多く出土していない。石室攪乱層か

らは、須恵器以外に石室に伴った可能性のある土師器 (23～ 25)や ガラス玉鋳型の上製品 (27)の破片、

それ以外に埴輪、土師皿、陶磁器や近世瓦等が出土しており、石室に伴う遺物と石室埋戻時に混入した遺

物が混在 している。また、墳丘構築層から弥生土器・壺 (26)や サヌカイト剥片、縄文土器破片が出土

しており、墳丘構築以前の様子を窺い知ることができる。

④副葬品 (鉄器類 :28～ 35・ 装身具36):横穴式石室内の攪乱層から、副葬品の一部と考えられる鉄器

類の破片が出上しており、その構成を一部知ることができた。馬具の一部分となるか具 (28)、 小札

(29～ 33)の破片、鉄鏃 (長頚鏃)の両刃の鏃身部 (34・ 35)の破片、また唯一装身具で碧玉製管玉

(36)が出土している。

小札は、性甲もしくは草摺に伴うものであるが、破片がほとんどであることから全体の構成は不明で

ある。絨孔 。綴紐・覆輪孔が確認でき、一部草組の残る部分がある。小札同士が銹着しているものも見

られ、その重なりがわずかに確認できる。

また、図化できなかったが、鉄刀破片、鉄鏃茎部小片や馬具の一部と考えられる形状不明な鉄製品の

破片が出土している。
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7.ま とめ

①墳丘形状 申請地内の東側では、前方後円墳の後円部からくびれ部及び前方部裾の墳丘形状が残って

いたことが明らかとなった。申請地西側の墳丘削平部分では、西側に向かって落ち込んでいき、墳丘の

段築・形状等は不明である。

東側の墳丘残存部では、現況表土より約0.3mか ら1.2m前後で墳丘面が確認できる。墳丘斜面には葺

石が葺かれており、その下部には墳丘を取り巻いていた東側の埴輪列の一部を検出することができた。

墳丘の段築構造及び規模は、確認できなかったが、現況の墳丘残存範囲よりも大きく、北に前方部、南

に後円部が位置する全長約50m以上の規模の前方後円墳になると考えられる。

出土した円筒埴輪 (V期 )、 須恵器 (llT15型式)か ら、郡川東塚古墳は、従来考えられてきたように

郡川西塚古墳に引き続いて、造営されたと考えられる。

②石室の位置と形状 後円部にあたる申請地内の南側端中央で、南側に開口部を持つ横穴式石室の位置

を確認できた。郡川東塚古墳の主体部は、後円部の 1室であったと考えられる。石室は、玄室の東側石

が一石残っていたものの、玄室及び羨道の石材がほとんど抜き取られていた。石室石材は、板石や割石

ではなく、約0.8m前後の自然石の内壁側を加工したものであった。

石室石材の抜き取り痕から平面プランを復元すると、羨道部分の長さは、南北約2.5m、 東西幅約1.4

mで 3～ 4石を使用し、玄室内壁部分の大きさは南北幅約 5m、 東西幅約 3mで、南北の側壁に6石、

東西の奥壁に4石使用した左肩袖式 (玄室から羨道を見た)の横穴式石室と考えられる。これは、両袖

式とした清原氏の記録と異なることから、石室プランの復元にあたっては今後の検討が必要である。

③副葬品 石室床面は、石室の開回した時や石材を抜き取つた時にかなりの攪乱を受けていたと思われ、

石室内の木棺や原位置を保つ副葬品は確認できなかった。石室攪乱層から、鉄製品の破片 (小札・か

具 。鉄鏃・鉄刀等)や管玉 1点、須恵器片が出上しており、副葬品構成の一端を知ることができた。

④石室構築基礎石 石室下層部分には、石室構築に関連する敷石が、東西約6m、 南北約 9mの範囲で

敷かれていたことが明らかとなった。敷石は、石室のベース層構築の基礎石になる。この石室の構築方法

は、奈良県市尾墓山古墳や京都府宇治二子塚古墳等の横穴式石室を主体部に持つ古墳時代後期の前方後

円墳で確認されている。 (藤井 )

註1)墳丘測量時及び遺構確認調査とその後実施された(財 )人尾市文化財調査研究会による発掘調査時の基準点

のレベル高が異なっている。そのため、今回の報告にあたっては、発掘調査に準 じ修正を行っている。但 し、

墳丘測量図・遺構平面図の等高線等は修正 していない。そのため、文中・土層図及び遺構平面図等で使用 した

レベル高は、墳丘測量図から-0.235mの 高さとなっている。

【参考文献】

中村浩 1991「大阪府人尾市郡川西塚古墳出土の須恵器の再検討」『大谷女子大学紀要』26-1

杉本宏・荒川史他 1992「五ヶ庄二子塚古墳発掘調査報告」『宇治市文化財調査報告第3冊』宇治市教育委員会

安村俊史・桑野一幸 1996「高井田山古墳」『オ自原市文化財概報1995-Ⅱ 』柏原市教育委員会
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第25図 出土遺物実測図①(S=1/5)
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第26図 出土遺物実測図②(S=1/5)
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5.郡川東塚古墳 (2000-306) 出土遺物観察表

出土地点 器 種 法   量 (cnl) 調 整 ・ 形 態 等 の 特 徴 色 調 焼 成 胎  土

1

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

38 1

168

外面 :ナ ナメハケ 底部 :ユ ビナデ

内面 :ユ ビオサエ ユビナデ
FolR6/6 橙色 やや硬 粗

2
第0区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

31 3

17 2

外面 :ナ ナメハケ 底部 :ナ デ

内面 :ユ ビオサエ ユビナデ
5YR6/8 橙色 やや軟 粗

3
第6区

埴輸列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

26 0

168

外面 :ナ ナメハケ (細 )・ 底部 :ハ ケ ナデ

内面 :ユ ビナデ
51R6/8 栓色 やや硬 粗

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高)189
(底 径)158

外面 :ナ デ (板状ナデ)底 部 :ナ デ

内面 :ユ ビナデ
751R6/3に ぶい褐色 硬 やや密

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

195

16 0

外面 :ナ ナメハケ 底部 :ナ デ

内面 :ユビオサエ
2 5YR5/6 明赤褐色 やや軟 粗

第6区

埴輪列
円筒埴輪

候 仔高

(底 径

372

16 0

外面 :ナ ナメハケ 底部 :剥離

内面 :ユビオサエ
硯隔 /6 橙色 軟 粗

7
埴輪列

円筒埴輪
(残仔高

(底 径

36 8

160

外面 :ナ ナメハケ・底部 :板ナデ

内面 :ユ ビナデ
5YR7/8 橙色 やや軟 刑

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

13 0

180

外面 (底部):ナ デ

内面 :ユ ビナデ
5YR5/8 明赤褐色 やや軟 やや密

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

39 2

160

外面 :ナ ナメハケ 底部 :ナ デ

内面 :ユ ビオサエ
5YR5/6 明赤褐色 良好 粗

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高

(底 径

347

15 9

外面 :ナ ナメハケ 内面 :ナ ナメハケ ナデ

内面 :ユ ビナデ
10颯7/2 にぶい黄褐色 良好 粗

11

第6区

埴輪列
円筒埴輪

(残存高)386
(底 径 )144

外面 :ナ ナメハケ 底部 :ヨ コナデ

内面 :ユ ビオサエ
5WR7/8 橙色 良好 粗

12
第 1 区

西側落ち込み
円筒埴輪

(残存高)330
(復元径)204

外面 :ユ ビオサエ タガ :断続ナデ

内面 :ユ ビナデ
5HR6/6 橙色 良 好 密

と3
第1区

流入土

円筒埴輪

底部
(復元径)194

外面 :ナ デ

内面 :ユ ビナデ
5YR6/4に ぶい橙色 軟 やや密

第1区

流入土

円筒埴輪

底部
(復元径)150

外面 :ユ ビナデ

内面 :ユ ビナデ
10YR6/6 明責褐色 軟 やや粗

第1区

流入土

円筒埴輸

口縁都
(復元径)290

外面 :ナ ナメハケ

内面 :ナ デ
51R6/6 橙色 軟 やや粗

16
第 1 区

流入土

朝顔形埴輪

日縁部
(復元径)332

外面 :ナ ナメハケ

内面 :ユビナデ
5YR6/6 橙色 軟 粗

17 石室攪乱層
須恵器

郭蓋

(口 径)150
(器 高)40

外面 !ケ ズリ ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
7留5/1 灰色 良好 密

石室機乱層
須恵器

杯蓋

日 径)152
器 高)40

外面 :ケ ズリ ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
N5/0 灰色 良好 密

石室攪乱層
須恵器

JTN蓋

(口 径)156
(器 高)42

外面 :ケ ズ リ ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
N6/0 灰色 良好 密

石室攪乱層
須恵器

杯蓋

(ロ 径 )

(器 高 )

外面 :ケスリ・ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
75Y5/1 灰色 良 好 密

石室攪舌L層
須恵器

杯蓋

(口 径)150
(残存高)30

外面 :ケズリ ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
N6/0 灰色 良 好 密

石室攪乱層
須恵器

郭身

(口 径)120
(器 高)4,7

外面 :ケ ズリ・ ロクロナデ

内面 :ロ クロナデ
5Y6/1 灰色 良好 密

石室攪乱層
土師器

高杯

(日 径)164
(残存高)52

外面 :ユビオサエ後ナデ

内面 :ユ ピオサエ後ナデ
10VR5/6 黄橙色 良好 密

石室攪乱層
土師器

杯

(日 そ至) 19 2

(残存高)

外面 :ユ ビオサエ後ナデ

内面 ナデ
5YR6/6 橙色 良好 密

石室機乱 層
土師器

甕

(ロ 4壬 )

(残存高 ) H0

外面 :ケ ズリ後ナデ

内面 :ナ デ
5YR6/8 橙色 軟 やや密

墳丘構成土
弥生土器

小壼

(底 径)32
(残存高)92

外面 :ユ ビオサエ後ナデ

内面 :ユ ビオサエ後ナデ
751R5/6 明褐色 軟 粗

石室攪乱層
土製品

ガラス王鋳型
(残存幅)約20 7 5YR6/4 にぶい橙色 良好 粗

石室攪乱層 か具

石室攪乱層
(長 辺)55
(短 辺)20

石室攪乱層 小札
(長 辺)50
(短 辺)17

石室攪乱層 小 札
(長 辺)50
(短 辺)19

石室攪乱層 小札
(長 辺)32
(短 辺)14

石室機乱層
(長 辺)38
(短 辺)23

石室攪乱層
鉄鏃

鏃身
(残存長)30

石室攪乱層
鉄鏃

鏃身～頚部
(残存長)62

石室境乱層 管玉
( 長 辺 ) 225

0 88(ロ 径 )

5G3/1 暗緑灰色

「
―
―
―
―
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6.神宮寺遺跡 (2001-64)の 調査

1.調査地 :八尾市神宮寺 5丁 目171・ 172

2.調査期間 :平成 13年 5月 8日

3.調査方法

共同住宅建設に先立ち、敷地内の建物建設予定個所に調査区を2ヶ 所 (1区 1× 2m、 2区 1× 2m
合計面積 4♂)設定し、それぞれ地表下1.2～ 1.3m前後まで重機と人力を併用 して調査を行った。

4.調査概要

1区

地層

1層  7.5釈4/4褐色細砂混粘土 層厚0。 2m。 盛土。上面の標高T,P.■ 19,3m。

2層 7.5YR4/2灰褐色粗砂混粘土 層厚0,2～ 0。 3m。

3層 10YR4/1褐灰色細砂混粘土 層厚0。 2～ 0.3m。

4層  10釈4/6褐色粗砂混粘土 層厚0,2m。 上面から切 り込む河川 1条検出。

5層  2.5Y5/1責 灰色細砂混粘土 層厚0.2m。 弥生時代～古墳時代の遺物を含む地層で、上面

(T,P。 +18。 4m前後)は土壌化 している。

6層 5Y5/1灰 色シル ト混粘土 層厚0.2m以上。

検出遺構

4層上面では、北東―南西方向に伸びる河川を 1条検出した。この河川の規模は不明であるが、検出

した深さは0.4mを測る。河川内には細砂が堆積 してお り、砂の堆積で埋没 したと思われる。遺物の出

土がなく時期の限定は困難であるが、 5層内に含まれている古墳時代の遺物よりは新 しい時期の遺構 と

思われる。

全とFi与裏

噺

第29図 調査地周辺図(1/5000)
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0        10      20m

2区

地層

1層 7,5YR4/4褐 色細砂混粘土 層厚0.2～0.3m。 盛土。

上面の標高T,P,■ 9。 4m。

2層 7.5YR4/2灰褐色粗砂混粘土 層厚0.3～ 0.4m。

3層 10YR4/1褐灰色細砂混粘土 層厚0。 3m。

4層  10YR4/6褐色粗砂混粘土 層厚0.15m。

5層 2.5Y5/1黄灰色細砂混粘土 層厚0。 2m以上。

検出遺構

5層 は弥生時代 ～中世 の遺物 を含 む地層 で、上面

(T,P。 キ18.4m前後)は土壌化 している。

遺構の検出はなかったが、 5層内には上記の時期の遺物

が含まれていることから、近接する場所に遺構が存在 して

いる可能性がある。本調査地の近隣での以前の調査では、

弥生時代 と中世の遺構 を検出していることから、本調査地

第31図  1区・2区平断面図(S=1/40)

第30図 調査区設定図(S=1/800)

も集落が存在 しているといえる。

5.出土遺物

1区の 5層からは弥生時代前期と思われる奏の破片 1、 円筒埴輪の破片 2が出上した。 1は口縁部外

S         l区 西壁

18.Om             ヒ

1層 7.研馳/4褐色細砂混粘土 層厚0.2m
2層 7.5YR4/2灰褐色粗砂混粘土 層厚0.2～ 03m
3層 10YR4/1褐灰色細砂混粘土 層厚0.2～ 03m
4層  10YR4/6褐色粗砂混粘土 層厚0,2m

5層 2.5Y5/1黄灰色細砂混粘土 層厚0.2m
6層 5Y5/1灰 色シルト混粘土 層厚02m以上

2区西壁

T,P,+19.Om

1可 ,II

1区

18 0m

l層 7 5YR4/4褐色細砂混粘土 層厚02～ 0.3m
2層 7.5YR4/2灰褐色粗砂混粘上 層厚0.3～ 0.4m

3層 10YR4/1褐灰色細砂混粘土 層厚03m
4層 10YR4/6褐色粗砂混粘土 層厚015m
5層 2.5Y5/1黄灰色細砂混粘土 層厚02m以上
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第32図  出土遺物実測図

面に断面三角形の突帯を貼 り付ける。内外面ヨヨナデ。角閃石を含んでおり生駒山地西麓部の胎土をも

つ土器 と思われる。 2の タガは断面台形で、外面は斜め方向のハケロ、内面ナデを施す。

2区の 5層からは須恵器の壼 3、 土師器の皿 4、 土師器の羽釜 5が出土した。 3はハの字に開く高台

で、高台径11.Omを測る。内面ナデ、外面回転ナデ。 4は小皿で口径約6.8cmを測る。内外面ともに横

ナデ。 5は 日径20.Ocmを測 り、日縁部外面に凹線を3条施す。鍔の下部には煤が付着している。内面ハ

ケロ。外面ナデ。

6.ま とめ

今回の調査では遺構の性格が明確にできなかった。 しかし、西隣で調査をおこなった財団法人八尾市

文化財調査研究会 第 1次調査地では、弥生時代中期や中世の遺構の検出および埴輪などが出上 してい

る (岡 田清-1997)。 また、八尾市教育委員会調査地でも奈良時代の遺構面を検出している (藤井淳弘

1998)。 このことから、今回の調査地で検出した河川や遺物包含層はこれら遺構面の広が りの一端であ

ると考えられる。

(西村公助 )

【参考文献】

岡田清- 1997「Ⅲ 神宮寺遺跡 (第 1次調査)」 『財団法人入尾市文化財調査研究会報告57』 (財)入尾市文化

財調査研究会

藤井淳弘 1998.3「 8.榊宮寺遺跡 (97-49)の 調査」『人尾市内遺跡平成 9年度発掘調査研究会報告 I』

入尾市文化財調査報告38 平成 9年度国庫補助事業 人尾市教育委員会

30



7.束郷遺跡 (2001-275)の 調査

1.調査地 :八尾市本町 7丁 目129香

2.調査期間 :平成13年 12月 18日

3.調査方法

専用住宅の建設に先立ち、敷地内の建物建設予定個所に2.5× 2.5mの調査区を設定 し、地表下1.7m

前後まで人力で掘削し調査を行った。

4.調査概要

盛土以下地表下0.9mま では耕作土 と考えられる微砂質土層 (第 35図 2・ 3層 )が見 られ、以下の地

表下0。 9～ 1.5mの砂質土層 (同 4～ 6層 )か らは、中近世の瓦・瓦器・陶器などの破片が出土するが整

地されたような状況がみられ、遺構は確認できなかった。

また地表下1.5m付近で調査区を横切る形で、溝 と考えられる遺構の肩部の落ち込みを確認 した (第

34図参照 )。 埋土に含まれる遺物は、瓦・瓦器 (椀・羽釜)。 土師器などで近世頃のものと思われる。

この下の層は粗砂層となり、0.4m以上続 くようである。近隣の調査においても旧河川跡 と考えられ

る堆積力S見 られることから一時期河川の流路となっていたのであろう。

調査面積が狭小なため明確な遺構面は検出できなかったが、整地されたような状況がみられ中世から

近世の遺物が混在することから、当該時期においては長期間にわたって集落が営まれていたことがうか

がえる。

【参考文献】

(財)八尾市文化財調査研究会  『人尾市文化財調査研究会年報 平成元年度』 1990年
八尾市教育委員会  『八尾市内遺跡平成 6年度発掘調査報告書 I』  1995年

(吉田珠己)

調査地周辺図(1/5000)
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第01図 調査区位置国(S=1/3QO)・ 連構平面図 (S-1/40)

1 1赴
2 茶灰色微砂賃上
3 1淡恭尿色微砂質土

4 "畷鞄妙質と―

5 淡灰茶色砂質土

0 灰色砂質主
7 暗漿0砂賓ンルト(薄狸土か|?)

ユ 反黄色～黄灰色糧砂

l

435図 土層断面図(S‐ 1/40)



8.束弓削遺跡 (2001-30)の 調査

1.調査地 :八尾市入尾木 4丁 目281・ 291・ 293

2.調査期間 :平成13年 5月 9日

3.調査方法

分譲住宅建設に先立ち、敷地内の人孔部分予定箇所に調査区を 2ヶ 所 (2.4× 2.4m 面積11.52♂ )

設定し、それぞれ地表下約1.5m前後まで重機 と入力を併用 して調査を行った。

4.調査概要

1区

層序

1層  101/R2/1黒色細砂混粘土 層厚0.3m。 現在の耕作土。上面の標高T.P.+10.5m。

2層  10釈5/6責褐色粗砂混粘土 層厚0.lm。

3層 10YR6/1褐灰色粗砂混粘土 層厚0.2m。

4層  10YR6/2灰黄褐色細砂混粘土 層厚0.3m。

5層 10BG3/1暗青灰色細砂混シル ト 層厚0.7m以上。河川内堆積土。

検出遺構と出土遺物

現地表下約0.4～ 0.6mに存在する3層 内からは奈良時代から平安時代ころの遺物の破片が少量出土 し

た。 4層上面で調査を行ったが、遺構の検出はなかった。

2区

層序

1層  10YR2/1黒色細砂混粘土 層厚0,3m。 現在の耕作土。上面の標高T.P.+10.3m。

2層  10釈6/2灰責掲色網砂混粘土 層厚0.2m。

3層  10釈5/2灰黄褐色細砂混粘土 層厚0。 1～ 0.3m。

4層 2.5釈3/1暗赤灰色細砂混粘土 層厚0.1～ 0.3m。

5層 51TR4/1褐 灰色粗砂混粘土 層厚0.lm。

6層 2.5Y7/2灰 黄色細砂混粗砂 層厚0.5m以上。河川堆積土。

全追」ポ
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調査地周辺図 (1
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検出遺構と出土遺物

現地表下約0。 4～0.6mに存在する3層内からは奈良時代から平安

時代ころの遺物の破片が出土した。

4層上面で調査を行ったが、遺構の検出はなかった。

5.出土遺物

1区の 3層からは、奈良時代～平安時代ころの須恵器の杯蓋 1、

土師器の羽釜 2、 2区の 3層からは、奈良時代～平安時代ころの上

師器の皿 3が出上 した。 1は天丼部のつまみで、径2.6cmを 測る。

つまみの先端が欠けており、また、口縁部も欠損 していることから、

全容は不明である。内外面ともにナデ。 2は、口縁部と体部を欠損

している破片であるため、全容は不明である。鍔の径は27.2cmを 測

0         10       20m

第37図 調整区の設定図

(S=1/800)
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第38図  出土遺物実測図(S=1/4)
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TP,+10,Om

l層  1011R2/1黒 色細砂混粘上 層厚0.3m

2層 10釈5/6黄褐色粗砂混粘土 層厚01m
3層 10YR6/1褐 灰色粗砂混粘土 層厚02m
4層 10颯6/2灰黄褐色細砂混粘土 層厚03m
5層  10BG3/1暗 青灰色細砂混シルト 層厚07m以上

TP.+10.Om

1層 101R2/1黒 色細砂混粘土 層厚03m
2層  10YR6/2灰 黄褐色細砂混粘土 層厚02m
3層 10YR5カ灰黄褐色細砂混粘土 層厚0.1～0.3m

と目 :!fW4ξな唇争響?号粘と_F「 0・ 1～0'3m 0

ノ _型5

5層 5YR4/1褐灰色粗砂混粘土 層厚0.lm

6層 25Y7カ灰黄色細砂混粗砂 層厚05m以上

第39図  1区・2区平断面図(S=1/40)



る。鍔の下側のほぼ全面には煤が付着 している。内外面ともにナデ。 3は口径16.Ocmの皿で、内外面ナ

デている。

6。 まとめ

今回の調査では、両調査区ともに3層内には奈良時代から平安時代頃の遺物を含んでいることが確認

できた。この遺物包含層は、今回の調査地の南西側に近接 している平成 6年度市教委調査でも確認 して

いる (吉 田野乃1995)。 このことから、遺構の存在はなかったが、集落が存在 していた可能性があると

推測される。

(西村公助)

【参考文献】

成海佳子 1993年「XⅧ 東弓削遺跡 (第 6次調査)」 F入尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 財団法人八尾市文

化財調査研究会報告39

吉田野乃1995年「17.東弓削遺跡 (94-484)の調査」 『人尾市内遺跡平成 6年度発掘調査報告書 I』 人尾市文化

財調査報告31 平成 6年度国庫補助事業

西村公助 1999年「21.東弓削遺跡第10次調査 (IIY98-10)」 『平成10年度人尾市文化財調査研究会事業報告』

(財)入尾市文化財調査研究会

35



9。 本越遺跡 (2001-97)の 調査

1.調査地 :八尾市服部川 3丁 目77番 1

2.調査期間 :平成13年 6月 5日

3.調査方法

専用住宅建設に先立ち、敷地内の浄化槽設置予定個所に調査区を 1箇所 (2× 3m 面積 6♂)設定

し、地表下2.3m前後まで重機 と人力を併用 して調査を行った。

4.調査概要

地層

1層 盛土 層厚1.3m。 現地表面の標高はT,P,+21,7mを測る。

2層  10YR5/6 責褐色細砂混粘土 層厚0.2m。

3層  10YR4/4 褐色粗砂混粘土 層厚0,2m。

4層  10YR3/3 暗褐色粗砂混粘質土 層厚0,3m。 弥生時代の遺物を含む。

5層 7.5YR4/6 褐色細砂混粗砂 層厚0。 4m以上

検出遺構

3層上面から切 り込む溝 l条 (S D101)を 検出した。この溝は南西～北東方向に伸びるもので、幅

0.3m、 深さ0.4mを測る。堆積土は、上からa 2.5Y5/4 黄褐色細砂混粘上、b 7.5YR6/1 褐灰色細

砂とシル トのラミナで、遺物の出土はなかった。

4層 は弥生時代の遺物を含む地層である。この層の上面からの遺構の検出はなかった。

第40図 調査地周辺図(1/5000)
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第41図  調査区設定図(S=1/800)
TP.+22.Orn

20.Om

1層 盛土 層厚1.3m

2層 10YR5/6責褐色細砂混粘土 層厚0.2m
3層  10YR4/4褐色粗砂混粘土 層厚02m
4層 10YR3/3暗褐色粗砂混粘質土 層厚0.3m
5層 7.5YR4/6褐色細砂混粗砂 層厚0.4m以上

第42図

a 2.5Y5/4責 褐色細砂混粘土

b 7.5釈6/1褐灰色細砂とシルトのラミナ

0                    1コn

平面図(S=1/40)

第43図 出土遺物実測図(S=1/4)
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5.出土遺物

1区の 4層からは弥生時代後期の壷 1、 奏 2、 鉢 3・ 4が出土 した。 1は外反する口縁部。口縁部内

外面ヨコナデ、体部外面ナデ、内面ナデを施す。 2はやや九めの体部から外反する口縁部。口縁部端は

凹線状にくぼむ。体部の外面は右上が りのタタキロ、内面はナデを施す。 3は小型の鉢と思われる。体

部外面下半はタタキロ、上半はナデ、内面はナデている。 4の九みのある体部から内湾ぎみに立ち上が

る口縁部。口縁部外面は強いヨヨナデにより凹線状に窪んでいる。体部の外面はナデ、内面はハケロを

施す。

6.ま とめ

今回の調査では溝 1条 と遺物包含層 (4層)を検出し、弥生時代後期の集落が存在 していることが判

明した。以前の調査 (財団法人八尾市文化財調査研究会 第 7次調査地)においても、弥生時代後期の

遺構が検出されており、今回の調査地で検出した溝 (S D101)イ よこれら遺構面の広が りの一端である

と考えられる。

(西村公助 )
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所収遺跡名 所   在   地
コ   ー   ト ヨヒ  語R 東 径

調 査 期 間 調査面積
(m2)

調 査 原 因
市町村 遺跡番号

詠
と
蔀 1省ξ ij皐 入た帝馨管齢 27212 34 36 50 35 35 39 20010315 18.00 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

憶ま
ん
モニ造蘇入泡≒趙革前 27212 35 37 56 20010119 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

ズ驚等造蘇

哭讐碧褐請
準
跡遺

入た帝ズ輩等 27212 34 37 37 35 35 14 20011019 27.00 倉庫建設に伴う遺構確認調査

入亀帝犬埜等 27212 34 37 28 35 35 24 20011120
車庫付倉庫建設に伴う遺構確認調

査

蔀;隣 増入竜摘 !鴬 27212 34 37 12 35 38 19
20010220～

20011204
108.00 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

紺音彗撞蘇入た≒郷告等 27212 34 35 53 135 38 09 20010508 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

東 郷 遺 跡 八尾市本町 27212 34 37 33 135 36 09 20011218 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

東 弓削遺跡 入た寺入迄未 27212 34 36 24 135 37 05 20010509 11.52 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

て進撞蘇入え帝熊害と衛 27212 34 37 25 135 38 27 20010605 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

跡 部 遺 跡 集落 弥生時代～古墳時代 土坑 弥生土器

恩 智 遺 跡 集落 弥生時代～古墳時代 ピット 土師器 弥生土器 サヌカイ ト

久宝寺遺跡 集落 弥生時代～吉墳時代 落ち込み 土師器 弥生土器

久宝寺寺 内

町 遺 跡
集落 近世 遺物包含層 陶器・瓦

郡川東塚吉

墳
古墳 古墳時代 葺石・埴輪列・石室痕跡 埴輪・須恵器・土師器・鉄器

和宮寺遺跡 集落 弥生時代～中世 遺物包含層 弥生土器 埴輪 土師器

東 郷 遺 跡 集落 近世 溝 瓦 陶器 瓦 器

東弓削遺跡 集落 奈良時代～平安時代 遺物包含層 須恵器 土師器

水 越 遺 跡 集落 弥生時代 溝 弥生土器
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